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ドリプラは、誰もがワクワクする感動と共感の体験型プレゼンテーションです。
事業の価値を説明するのではなく、「その事業が社会に広まった時、どんなシーンが起こ
るのか」を体験してもらうイベントです。
プレゼンターは10分間という限られた時間の中で、「最高の価値の体験」、「あきらめない
理由」を伝え、見ている人たちに大きな感動と共感を与えます。

■ ドリームプラン・プレゼンテーション世界大会 Ａnniversary 10th
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「⾃分の⾏動につなげる」
（当事者意識）

ビジョンを共有・提起

「あきらめない理由」
「最高の価値の体験」
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■一般的なプレゼンテーションとの比較

「⾃分の⾏動につなげる」
（当事者意識）

ビジョンを共有・提起

問題・課題に対して、ベストな⾔葉や表現で、

一般的なプレゼン ドリプラ

＋

＋＋

なぜ、あなたがやるのか？
誰が、どのように幸せになるのか？
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■一般的なプレゼンテーションとの比較

なぜ、市場性ではなく、「あきらめない理由」が必要なのか

●事業は始める前に成功させる

●事業が成功する証拠を見せるもの

●本気で挑む姿を見せるもの

●いかなる問題も乗り越えるという決意を見せるもの

●プレゼンテーション＝仕事に取り組む姿、生き方そのもの

●伝えるのではなく伝わる

●出会いをつくる魔法の杖

売れそうな商品・サービスだから始めるのではなく、自分の使命として始めるから
こそ成功するのです。夢は、どんなに市場性があると思って始めても、思い通り
にならないことが続くものです。その時、多くの人があきらめてしまいます。です
から、どんな困難に出会っても、自分だけの「あきらめない理由」が必要なのです。

ドリプラノウハウ

「あきらめない理由」

「最高の価値の体験」
＋
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▲２０１２年１月 朝日新聞全国紙一面に特集が組まれる

■ ２００７年：１２月１５日（土）、すみだリバーサイドホールにて、第１回大会開催（観客５００名）
■ ２００８年：１２月２０日（土）、東京ビックサイトにて、第２回大会開催（観客１,０００名）
■ ２００９年：１２月１２日（土）、ＪＣＢホールにて、第３回大会開催（観客１,５００名）
■ ２０１０年：１２月１１日（土）、ＪＣＢホールにて、第４回大会開催（観客１,６００名）
■ ２０１１年：１２月１０日（土）、ＴＤＣホールにて、第５回大会開催（観客１,６００名）
■ ２０１２年：１２月１５日（土）、ＴＤＣホールにて、第６回大会開催（観客１,７００名）
■ ２０１３年：１２月１４日（土）、ＴＤＣホールにて、第７回大会開催（観客１,８００名）
■ ２０１４年：１２月１３日（土）、ＴＤＣホールにて、第８回大会開催（観客１,５００名）
■ ２０１５年：１２月１２日（土）、ＴＤＣホールにて、第９回大会開催（観客２,０００名）

・・・・・予選会は含まず、 以上、過去９年間の累計１３,２００名

「２０１７年３月１８日（土） １０周年記念大会を開催」

● ドリームプラン・プレゼンテーションの歩み

【背 景： なぜ、福島正伸がはじめたのか？】

一般のビジネスプラン大会や地域活性化支援、あるいは大
企業の中での新規事業立ち上げなど、現場に多く関わって
きた中で、夢（プロジェクト・企画・事業など）や目標を発表す
る人が、その過程でやる気がなくなっていく現実に矛盾と疑
問を感じ、「夢を語る人を応援する社会の在り方を創造する」
ことを人生のテーマにしました。ノウハウの準備、構築に１５
年以上の歳月をかけ、最近では、学校教育や行政でもドリプ
ラが導入されています。

■ ドリプラの活動実績


